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５
月
臨
時
会

５
月
臨
時
会

主
な
議
案

主
な
議
案

５
月
１２
日
開
会
（
会
期
１
日
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

本
市
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

相
談
体
制

緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
保
健
所
の

感
染
症
対
策
係
を
６
名
か
ら
１８
名
へ
と

大
幅
に
増
員
し
、
帰
国
者
・
接
触
者
相

談
セ
ン
タ
ー
の
相
談
体
制
を
整
備
し
た
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

市
独
自
の
検
査
体
制
を
整
備
し
、
４

月
９
日
か
ら
市
内
で
検
査
を
開
始
し
た
。

特
別
定
額
給
付
金

特
別
定
額
給
付
金
事
業
室
を
設
置
し
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
分

か
り
や
す
い
案
内
に
努
め
て
い
る
。
申

請
受
け
付
け
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
は
５
月

７
日
か
ら
、
郵
送
は
２５
日
か
ら
開
始
す

る
。
更
に
失
業
な
ど
に
よ
り
緊
急
を
要

す
る
人
に
は
、
５
月
１３
日
か
ら
土
日
を

除
く
４
日
間
、
早
期
特
別
申
請
を
受
け

付
け
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
す
る
。

本
会
議
で
提
出
さ
れ
た
議
案
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
、

４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

承
認
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
／

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
に
お
け
る
特
別
定
額

給
付
金
に
要
す
る
経
費
に
係
る
予
算

措
置
（
令
和
２
年
４
月
２８
日
専
決
）。

条
例
議
案

■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
／

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
被
用
者
に
対
し
て
傷

病
手
当
金
を
支
給
す
る
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
条
例
の
一
部
改
正

／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

感
染
し
た
被
保
険
者
等
に
対
す
る
傷

病
手
当
金
の
支
給
に
係
る
申
請
書
の

受
け
付
け
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ

と
が
出
来
る
よ
う
定
め
る
。

補
正
予
算
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
民
生
費
／
私
立
保
育
園
利
用
者
負
担

軽
減
支
援
費
補
助
金
、
児
童
育
成
セ

ン
タ
ー
運
営
委
託
料
、
子
育
て
世
帯

へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
費

に
対
し
約
６
億
４
２
３
１
万
円
の
増

○
商
工
費
／
中
小
企
業
事
業
資
金
保
証

料
補
助
金
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
協
力
金
交
付
事
業
費
に

対
し
約
１９
億
４
６
３
６
万
円
の
増

▶議会中継
定例会の開会日、一般（代表）質問、閉会日の内容はケーブルテレビミクスで中継しています。また、
インターネットでも本会議の全日程をライブ中継と、いつでも視聴可能な録画映像の配信をしています。
インターネット映像は、スマートフォンやタブレットＰＣなどのスマートデバイスでも視聴可能です。

▶委員会映像の配信
議案等の審査を行った常任委員会と特別委員会の録画映像をYouTubeで配信しています。

▶会議録の公開
会議録は市立図書館、各支所、市政情報コーナー（市役所西庁舎1階）などで閲覧出来る
他、市議会ホームページでも閲覧することが出来ます。
議会中継、委員会映像の配信、会議録の公開ともに、右のＱＲコードからご覧になれます。

令和２年度５月補正予算
（単位：万円）
補正後
16,914,904
6,575,521
5,976,534
29,466,959

補正額
295,359

95
0

295,454

補正前
16,619,545
6,575,426
5,976,534
29,171,505

一般会計
特別会計
企業会計
合計

2おかざき議会だより│vol.２０３



議
案
審
査

議
案
審
査

臨
時
会
を
開
催
し
、
議
案
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分

（
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
費
）

問

特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
事
業

費
を
専
決
処
分
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
理
由
及
び
支
給
予
定
時
期
は
。

答

４
月
２０
日
に
総
務
省
か
ら
国
の

予
算
成
立
を
待
た
ず
に
準
備
に
着

手
す
る
よ
う
要
請
が
あ
り
、
本
市
は
５

月
中
の
給
付
開
始
を
判
断
し
た
。
そ
の

た
め
に
は
、
４
月
中
に
給
付
金
シ
ス
テ

ム
の
導
入
、
申
請
書
発
送
準
備
、
受
付

窓
口
・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
・
デ
ー
タ
入

力
業
務
の
人
材
確
保
に
着
手
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
専
決
処
分
を
し
た
。

支
給
予
定
時
期
は
、
５
月
１３
日
か
ら
受

け
付
け
を
開
始
す
る
早
期
特
別
申
請
は

受
け
付
け
の
翌
週
か
ら
、
郵
送
申
請
は
、

申
請
書
の
返
送
状
況
に
も
よ
る
が
、
申

請
書
受
理
か
ら
、
１０
日
か
ら
１
カ
月
程

度
を
想
定
し
て
い
る
。

問

給
付
対
象
者
が
多
い
こ
と
で
申

請
や
給
付
の
際
に
配
慮
し
て
い
る

点
や
周
知
方
法
は
。

答

給
付
金
は
所
得
な
ど
の
条
件
が

無
い
た
め
、
市
民
全
員
が
申
請
漏

れ
を
す
る
こ
と
な
く
確
実
に
給
付
金
が

も
ら
え
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
配
慮

す
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｄ
Ｖ
被
害
な
ど

に
よ
る
避
難
者
に
は
自
治
体
間
で
調
整

を
行
い
、
本
市
に
避
難
し
て
い
れ
ば
本

市
で
申
請
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
寝
た
き
り
の
人
や
認
知
症
高
齢

者
な
ど
申
請
が
困
難
な
人
に
は
、
代
理

申
請
や
現
金
書
留
で
の
対
応
を
す
る
と

と
も
に
、
視
覚
障
が
い
者
の
み
の
世
帯

は
、
職
員
が
全
世
帯
を
戸
別
訪
問
す
る
。

周
知
方
法
は
、
民
生
委
員
や
入
所
系
福

祉
施
設
な
ど
に
本
事
業
の
周
知
、
支
援

の
協
力
を
お
願
い
す
る
。
外
国
人
市
民

に
は
、
６
カ
国
語
に
訳
し
た
申
請
書
を

作
成
し
て
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
、
申
請
書
に

同
封
す
る
案
内

チ
ラ
シ
に
各
言

語
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
す
る
よ
う
記

載
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

消
防
費

問

避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
に

１０
万
枚
の
マ
ス
ク
を
購
入
す
る
が
、
そ

の
積
算
根
拠
は
。

答

感
染
症
に
つ
い
て
先
が
見
通
せ

な
い
現
状
に
お
い
て
、
大
規
模
災

害
発
生
時
に
開
設
す
る
避
難
所
は
、
感

染
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
源
と
な
り
、
多

く
の
市
民
の
生
命
や
健
康
に
影
響
を
及

ぼ
す
危
険
性
が
高
い
環
境
に
な
る
た
め
、

現
在
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
備

蓄
計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
現

在
の
計
画
に
よ
り
マ
ス
ク
は
３
５
０
０

枚
を
備
蓄
し
て
い
る
が
、
感
染
拡
大
対

策
を
拡
充
し
、
市
民
が
ち
ゅ
う
ち
ょ
な

く
避
難
所
へ
避
難
出
来
る
環
境
を
早
急

に
整
え
る
。
１０
万
枚
の
積
算
根
拠
は
、

本
市
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
予
測

調
査
に
お
け
る
避
難
者
数
は
、
１
日
に

最
大
で
約
３
万
４
千
人
と
予
測
し
、
国

等
か
ら
の
支
援
物
資
が
届
く
ま
で
の
３

日
間
、
１
日
に
つ
き
１
人
１
枚
配
布
す

る
こ
と
を
想
定
し
、
１０
万
枚
購
入
す
る

こ
と
で
、
全
て
の
避
難
者
へ
配
布
可
能

と
な
る
こ
と
か
ら
枚
数
を
決
定
し
た
。

教
育
費

問

オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
最
適
化
学
習

ソ
フ
ト
の
内
容
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン

環
境
の
無
い
家
庭
へ
の
対
策
は
。

答

臨
時
休
業
に
伴
う
学
び
の
保
障

の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
ソ
フ
ト

を
導
入
す
る
。
ソ
フ
ト
は
教
科
書
に
準

拠
し
た
も
の
で
、
系
統
的
な
学
習
が
出

来
る
も
の
、
学
習
履
歴
を
基
に
学
習
者

に
対
し
て
適
し
た
問
題
を
出
題
す
る
機

能
を
持
つ
も
の
を
選
定
す
る
。
教
員
は

パ
ソ
コ
ン
上
で
児
童
生
徒
の
学
習
履
歴

や
進
度
を
確
認
出
来
る
た
め
、
個
人
の

状
況
に
合
っ
た
助
言
や
指
導
が
出
来
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
が
無
い
家
庭
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
学
習
ソ
フ
ト
の
導
入
に
当

た
り
、
紙
の
学
習
プ
リ
ン
ト
も
準
備
を

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
プ
リ
ン
ト
を
選
ん

で
学
習
出
来
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

学
校
に
来
れ
ば
学
校
の
端
末
や
オ
ン
ラ

イ
ン
環
境
を
利
用

し
て
学
習
出
来
る

よ
う
に
す
る
こ
と

で
、
環
境
に
よ
っ

て
学
習
機
会
の
差

が
生
じ
な
い
よ
う

に
配
慮
す
る
。

５月臨時会

特別定額給付金申請書
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討
論
討
論

各
会
派
等
が
賛
成
、
反
対
の
意
見

を
述
べ
、
賛
同
を
求
め
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分

（
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
費
）

自
民
清
風
会

「
特
別
定
額
給
付
金
は
郵
送
に
よ
る
申

請
が
大
半
を
占
め
、
事
務
量
は
膨
大
に

な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
Ｄ
Ｖ
被
害
者
や

障
が
い
者
、
高
齢
者
な
ど
に
よ
り
一
層

配
慮
す
る
と
と
も
に
、
支
給
に
当
た
っ

て
は
適
正
か
つ
迅
速
に
進
め
ら
れ
た

い
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

民
政
ク
ラ
ブ

「
早
期
に
給
付
す
る
た
め
に
専
決
処
分

を
し
た
こ
と
は
理
解
す
る
。
緊
急
性
を

要
す
る
人
や
手
続
き
に
戸
惑
う
人
な
ど

に
配
慮
し
、
迅
速
か
つ
的
確
に
進
め
る

と
と
も
に
、
給
付
金
に
関
す
る
犯
罪
防

止
を
徹
底
さ
れ
た
い
」
と
意
見
を
述
べ
、

賛
成
し
た
。

公
明
党

「
早
期
特
別
申
請
や
現
金
給
付
の
対
応

は
、
市
民
の
生
活
を
守
る
た
め
、
市
民

に
寄
り
添
っ
た
素
晴
ら
し
い
対
応
で
評

価
す
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

創
政
会

「
給
付
金
の
趣
旨
か
ら
す
る
と
、
１
日

で
も
早
く
給
付
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
多
く
の
市
民
が
待
ち
望
ん
で
お
り
、

今
後
も
最
大
限
の
努
力
を
さ
れ
た
い
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

無
所
属
・
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団

「
Ｄ
Ｖ
被
害
者
で
居
住
地
を
離
れ
て
い

る
人
、
世
帯
主
の
な
い
施
設
入
所
児
童

な
ど
、
希
望
す
る
全
て
の
人
が
受
給
出

来
る
よ
う
漏
れ
な
く
対
応
さ
れ
た
い
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

自
民
清
風
会

「
社
会
・
経
済
活
動
を
再
開
す
れ
ば
感

染
拡
大
の
リ
ス
ク
は
高
ま
る
が
、
医
療

体
制
の
強
化
と
相
談
体
制
の
充
実
に
よ

り
、
再
開
に
耐
え
得
る
保
健
医
療
体
制

の
構
築
に
努
め
て
き
た
こ
と
を
評
価
す

る
。
今
後
も
引
き
続
き
市
民
生
活
と
地

域
経
済
に
き
め
細
か
な
配
慮
を
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
支
援
さ
れ
た
い
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

民
政
ク
ラ
ブ

「
休
校
や
自
粛
要
請
に
よ
り
、
子
育
て

世
帯
は
通
常
の
生
活
を
継
続
す
る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
た
り
、
不
安
を
抱
え
る

家
庭
が
増
え
て
い
る
中
で
、
対
象
児
童

１
人
当
た
り
１
万
円
の
臨
時
特
別
給
付

金
の
支
給
は
子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
大

き
な
支
援
に
な
る
と
評
価
す
る
」
と
意

見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

公
明
党

「
学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、
家
庭
で

の
食
事
の
機
会
が
増
え
、
保
護
者
の
経

済
的
負
担
が
増
え
る
状
況
に
お
い
て
大

変
意
義
深
く
価
値
の
高
い
施
策
で
あ

る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

創
政
会

「
子
ど
も
た
ち
の
学
習
機
会
の
確
保
に

苦
慮
す
る
中
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
ソ

フ
ト
の
導
入
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習

を
担
う
手
段
と
し
て
評
価
す
る
」
と
意

見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

無
所
属
・
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団

「
県
の
協
力
金
の
期
限
に
間
に
合
わ
な

か
っ
た
事
業
者
へ
の
市
単
独
支
援
は
評

価
す
る
が
、
本
当
に
困
っ
て
い
る
事
業

者
へ
手
が
届
い
て
い
る
か
調
査
が
必

要
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

創
政
会
（
※
１
）

○
○
○
○
○
○

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・

無
所
属
の
会（
※
２
）

○
○
○
○
○
○

公

明

党

○
○
○
○
○
○

民
政
ク
ラ
ブ

○
○
○
○
○
○

自
民
清
風
会

○
○
○
○
○
○

採

決

結

果

承認

可決

件 名
市長提出議案

令和２年度一般会計補正予算の専決処分
国民健康保険条例の一部改正
後期高齢者医療条例の一部改正
令和２年度一般会計補正予算（第２号）
令和２年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
令和２年度水道事業会計補正予算（第１号）

承１
６７
６８
６９
７０
７１

５月臨時会

（○賛成、×反対）
会派別賛否

５月１８日（※１）、６月２３日（※２）に会派名称変更（P.１２に関連記事あり）

審議結果 ５月臨時会
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６
月
定
例
会

６
月
定
例
会

主
な
議
案

主
な
議
案

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
一

般
質
問
は
実
施
し
な
い
こ
と
と
し

ま
し
た
。
一
般
質
問
に
代
わ
り
、

議
会
か
ら
質
問
書
を
提
出
し
、
そ

れ
に
対
す
る
本
市
の
対
応
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

6
月
1
日
報
告

特
別
定
額
給
付
金

早
期
特
別
申
請
で
は
約
2
2
0
0
件
、

5
億
円
を
超
え
る
申
請
を
受
け
付
け
た
。

最
優
先
で
手
続
き
を
行
い
、
5
月
２２
日

か
ら
順
次
支
給
し
て
い
る
。

営
業
自
粛
要
請
に
対
す
る
協
力
金

県
と
協
調
し
た
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
本
市
独
自
の
協
力
金
支
給
制
度
を

創
設
し
て
い
る
。
感
染
症
対
策
協
力
金

専
用
窓
口
や
事
業
者
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
き
め
細
か
な
相
談
に
応
じ
ら
れ
る

体
制
を
取
っ
て
い
る
。

小
中
学
校
の
再
開

県
内
で
は
最
も
早
い
5
月
２１
日
か
ら

学
校
を
再
開
し
、
西
三
河
地
域
で
最
も

早
い
6
月
1
日
か
ら
学
校
給
食
を
開
始

し
た
。
通
常
授
業
に
先
立
ち
、
段
階
的

に
登
校
人
数
や
在
校
時
間
を
増
や
す
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
不
安

ふ
っ
し
ょ
く

を
払
拭
し
、
徐
々
に
学
校
に
慣
れ
て
い

く
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
夏
休
み
を
短

縮
し
て
、
長
期
休
業
に
よ
っ
て
生
じ
た

学
び
の
遅
れ
を
取
り
戻
し
て
い
く
。

小
中
学
校
の
感
染
症
対
策

授
業
で
は
教
職
員
が
フ
ェ
ー
ス
シ
ー

ル
ド
を
着
用
し
た
り
、
座
席
は
隣
同
士

を
付
け
な
い
隊
形
と
し
た
り
す
る
な
ど

の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

本
市
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
は
、
当
初

は
1
日
当
た
り
8
人
分
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
１６
人
分
ま
で
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
1
日
当
た
り
３２
人
分
の
検

査
体
制
を
目
指
し
て
い
く
。

検
査
体
制

ウ
イ
ル
ス
の
有
無
を
調
べ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
が
現
時
点
で
の
標
準
と
な
っ
て
い

る
が
、
新
た
に
迅
速
性
、
簡
便
性
に
優

れ
る
抗
原
検
査
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
抗
原
検
査
を
併
用
し
て

使
用
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
く
。

本
会
議
で
提
出
さ
れ
た
議
案
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
、

9
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

条
例
議
案

■
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
／
人
事
院
規
則
に
準

じ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
業
務
に
関
し
、
防
疫
等
業
務
手

当
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
。

そ
の
他
議
案

■
工
事
請
負
の
契
約
（
豊
富
保
育
園
改

築
工
事
外
1
件
）
／
豊
富
保
育
園
改

築
工
事
及
び
梅
園
小
学
校
ほ
か
３１
校

校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
更
新
業
務
の
契

約
を
行
う
。

補
正
予
算
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

○
総
務
費
／
出
張
所
施
設
整
備
事
業
費
、

消
耗
品
費
（
市
長
・
市
議
会
議
員
選

挙
感
染
症
対
策
）
な
ど
約
3
1
0
7

万
円
の
増

○
民
生
費
／
住
居
確
保
給
付
金
、
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
費
補
助
金
な

ど
約
1
億
9
2
6
6
万
円
の
増

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

○
衛
生
費
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
民
間
病
院
経
営
維
持
資
金

貸
付
金
、
機
械
器
具
購
入
費
（
リ
ア

ル
タ
イ
ム
Ｐ
Ｃ
Ｒ
装
置
）
に
対
し
2

億
5
8
0
3
万
円
の
増

令和２年度６月補正予算
（単位：万円）
補正後
17,079,308
6,575,659
5,976,534
29,631,501

補正額
164,404
138
0

164,542

補正前
16,914,904
6,575,521
5,976,534
29,466,959

一般会計
特別会計
企業会計
合計

おかざき議会だより│vol.２０３5



委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

４
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託

議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
企
画
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

土
木
費

問

岡
崎
公
園
前
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
整
備
事
業
費
補
助
金
を
計
上
す

る
理
由
、
完
成
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

及
び
令
和
２
年
度
の
整
備
内
容
は
。

答

国
の
元
年
度
の
補
正
予
算
に
採

択
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
鉄
道
事

業
者
に
対
し
て
国
と
協
調
し
て
補
助
す

る
た
め
に
計
上
し
た
。
上
り
線
側
と
下

り
線
側
に
１
基
ず
つ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

こ
せ
ん
き
ょ
う

整
備
を
行
い
跨
線
橋
で
結
ぶ
他
、
多
機

能
ト
イ
レ
な
ど
の
設
置
を
行
い
、
３
年

度
末
の
完
成
予
定
で
あ
る
。
２
年
度
は

詳
細
設
計
、
支
障
と
な
る
鉄
道
施
設
の

移
設
及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
基
礎
工
事

を
行
う
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

物
品
の
譲
与
（
救
急
自
動
車
）

問

藤
田
医
科
大
学
岡
崎
医
療
セ
ン

タ
ー
に
譲
与
す
る
経
緯
と
理
由
は
。

答

藤
田
医
科
大
学
岡
崎
医
療
セ
ン

タ
ー
が
西
三
河
南
部
東
医
療
圏
の

医
療
機
関
と
連
携
し
同
医
療
圏
内
で
の

患
者
の
搬
送
に
使
用
す
る
た
め
、
更
に

は
、
同
医
療
圏
に
お
い
て
患
者
の
受
け

入
れ
が
困
難
な
場
合
は
同
医
療
圏
外
へ

の
搬
送
に
使
用
す
る
た
め
譲
与
の
申
し

出
が
あ
っ
た
。
藤
田
医
科
大
学
岡
崎
医

療
セ
ン
タ
ー
は
本
市
が
誘
致
し
た
医
療

機
関
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
譲
与
し
た
救

急
自
動
車
で
転
院
搬
送
を
行
う
こ
と
で

１
分
１
秒
を
争
う
場
合
に
消
防
本
部
の

救
急
自
動
車
を
待
つ
こ
と
な
く
速
や
か

に
高
度
な
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
出

来
る
こ
と
、
更
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
で
は
、
収
容
さ
れ
た
患

者
を
他
の
医
療
機
関
へ
移
送
す
る
手
段

が
な
く
、
消
防
が
そ
の
業
務
を
担
当
し

た
経
緯
が
あ
り
、
今
後
は
譲
与
し
た
救

急
自
動
車
で
移
送
業
務
を
行
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
本
市
の
消
防
力
を
維
持
す
る

こ
と
が
出
来
る
な
ど
、
市
民
の
利
益
に

つ
な
が
る
と
判
断
し
た
た
め
譲
与
す
る

こ
と
と
し
た
。

福
祉
病
院
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

民
生
費

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
住
居
確
保
給
付
金

の
制
度
改
正
の
内
容
と
今
後
の
申
請
の

見
込
み
は
。

答

住
居
確
保
給
付
金
は
、
離
職
や

廃
業
か
ら
２
年
以
内
で
、
住
居
を

喪
失
ま
た
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
人
で
、

就
労
能
力
及
び
就
労
意
欲
が
あ
る
人
を

対
象
に
家
賃
の
一
部
を
支
給
す
る
制
度

だ
が
、
今
回
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
休

業
等
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
、
離
職
や

廃
業
と
同
等
の
人
も
対
象
と
な
る
と
と

も
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
職
申
し

込
み
が
不
要
に
な
る
な
ど
、
更
に
利
用

し
や
す
く
な
っ
た
。
申
請
件
数
に
つ
い

て
は
、
本
年
４
月
は
２９
件
、
５
月
は
４９

件
で
、
６
月
以
降
の
見
込
み
と
し
て
は
、

経
済
状
況
が
急
激
に
好
転
す
る
こ
と
は

非
常
に
難
し
く
、
国
は
更
な
る
基
準
緩

和
の
方
針
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

今
後
に
つ
い
て
も
現
在
の
申
請
状
況
が

続
く
と
想
定
し
て
い
る
。

工
事
請
負
の
契
約
（
豊
富
保
育
園
改
築

工
事
）

問

園
児
の
安
全
確
保
の
た
め
、
園

舎
建
て
替
え
後
の
送
迎
動
線
及
び

防
犯
対
策
は
。

答

豊
富
保
育
園
へ
の
園
児
の
送
迎

の
ほ
と
ん
ど
は
自
家
用
車
を
利
用

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
は
送
迎
用
駐
車

場
か
ら
、
い
っ
た
ん
豊
富
小
学
校
側
の

道
路
を
経
由
し
て
保
育
園
へ
登
園
し
て

い
た
が
、
今
回
の
改
築
工
事
で
保
育
園

の
敷
地
か
ら
出
る
こ
と
な
く
、
送
迎
用

駐
車
場
か
ら
直
接
保
育
園
に
出
入
り
出

来
る
よ
う
に
階
段
と
ス
ロ
ー
プ
を
設
置

す
る
。
ま
た
、
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、

外
部
か
ら
園
庭
へ
の
出
入
り
口
を
職
員

室
か
ら
目
の
届
き
や
す
い
位
置
に
配
置

す
る
と
と
も
に
、
各
保
育
室
へ
も
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
を
経
由
し
て
必
ず
職
員
室
の

前
を
通
る
よ
う
に
設
計
し
て
い
る
。
な

お
、
人
の
出
入

り
が
予
想
さ
れ

る
外
部
と
園
庭

を
中
心
に
、
５

カ
所
に
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
す

る
。

６月定例会

豊富保育園完成イメージ
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文
教
生
活
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

繰
越
明
許
費

問

美
術
博
物
館
企
画
展
の
延
期
に

伴
う
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
購
入
者
へ
の
周
知
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
る
予
定
な
の
か
。

答

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
臨
時
休
館
し
た
期
間
と
、
予
定
し

て
い
た
岩
合
光
昭
写
真
展
が
開
催
出
来

な
く
な
っ
た
期
間
等
を
考
慮
し
て
、
有

効
期
限
を
５
カ
月
間
延
長
す
る
こ
と
と

し
た
。
岩
合
光
昭
写
真
展
を
楽
し
み
に

パ
ス
ポ
ー
ト
を
購
入
し
た
人
も
い
る
と

思
う
が
、
来
年
度
最
初
の
展
覧
会
と
し

て
開
催
が
出
来
れ
ば
、
今
回
の
有
効
期

限
の
延
長
措
置
に
よ
り
現
在
の
パ
ス
ポ

ー
ト
で
観
覧
出
来
る
こ
と
に
な
る
。
周

知
に
つ
い
て
は
、
既
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
を
し
て
い
る
が
、
今
月
中

に
パ
ス
ポ
ー
ト
会
員
に
宛
て
て
通
知
文

を
郵
送
す
る
こ
と
で
、
更
な
る
周
知
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

総
務
費

問

イ
オ
ン
モ
ー
ル
岡
崎
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
窓
口
の
開

設
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
及

び
イ
オ
ン
に
開
設
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答

政
府
の
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト

閣
僚
会
議
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
活
用

の
促
進
に
関
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
、

申
請
・
交
付
機
会
の
拡
大
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
平
日
の
日
中
に
仕
事
を
し
て

お
り
市
役
所
な
ど
へ
の
来
庁
が
困
難
な

人
が
利
用
出
来
る
よ
う
に
、
閉
庁
時
に

お
け
る
窓
口
体
制
を
検
討
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
内
へ
の
窓
口
開

設
の
打
診
が
あ
り
、
協
議
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
。
イ
オ
ン
モ
ー
ル
岡
崎
に
開

設
す
る
こ
と
で
、
買
い
物
等
で
訪
れ
た

幅
広
い
客
層
の
市
民
が
気
軽
に
申
請
出

来
る
こ
と
、
更
に
、
毎
週
水
曜
日
と
毎

月
第
３
日
曜
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を

除
く
毎
日
１１
時
か
ら
１９
時
ま
で
窓
口
を

開
設
す
る
こ
と
で
、
市
役
所
の
開
庁
時

間
内
に
出
向
く
こ
と
が
出
来
な
い
人
も

利
用
出
来
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
と
考

え
て
い
る
。

経
済
建
設
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

農
林
業
費

問

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
交
付
業
務
の
増
額
補
正
に
至
っ

た
経
緯
は
。

答

本
業
務
は
、
中
山
間
地
域
に
お

い
て
農
業
生
産
活
動
の
継
続
に
向

け
た
前
向
き
な
取
り
組
み
に
対
し
、
国
、

県
、
市
が
負
担
し
て
、
急
傾
斜
の
田
や

畑
に
１０
ア
ー
ル
当
た
り
２
万
１
０
０
０

円
な
ど
が
支
援
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。

現
在
、
市
内
で
は
約
６０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

ほ
じ
ょ
う

圃
場
で
本
制
度
を
活
用
し
て
お
り
、
市

は
書
類
の
受
け
付
け
や
現
地
確
認
、
集

落
の
指
導
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
も
、
現
地
確
認
は
傾
斜
の
あ
る

全
て
の
圃
場
を
写
真
撮
影
す
る
必
要
が

あ
り
、
事
務
の
軽
減
に
つ
い
て
国
に
要

望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
は
そ

の
要
望
に
応
え
、
ド
ロ
ー
ン
等
を
活
用

し
た
現
地
確
認
の
省
力
化
に
取
り
組
む

自
治
体
を
募
集
し
、
現
地
確
認
省
力
化

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
本
市
が
選
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

問

ド
ロ
ー
ン
の
機
体
の
選
定
方
法

と
、
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
研
修
を
受

け
た
職
員
の
異
動
の
考
え
方
は
。

答

機
体
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
昨

年
８
月
に
無
人
航
空
機
を
活
用
し

た
活
動
等
の
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
た
株
式
会
社
Ｄ
Ｓ
Ａ
に
相
談
し
、

中
山
間
地
域
に
お
け
る
写
真
撮
影
に
適

し
た
機
体
を
選
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

選
定
し
た
ド
ロ
ー
ン
を
飛
行
さ
せ
る
た

め
に
は
、
国
土
交
通
省
へ
の
申
請
が
必

要
で
あ
り
、
一
般
社
団
法
人
ド
ロ
ー
ン

操
縦
士
協
会
が
設
定
す
る
飛
行
に
必
要

な
基
礎
知
識
と
操
縦
基
本
技
術
に
つ
い

て
の
認
定
資
格
が
あ
れ
ば
、
飛
行
許
可

申
請
の
一
部
の
書
類
を
省
略
で
き
る
こ

と
や
、
安
全
面
を
考
慮
し
て
、
担
当
職

員
２
名
に
資
格
を
取
得
さ
せ
る
予
定
で

あ
る
。
異
動
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
ド
ロ
ー
ン
は
災
害
対
応
、
人
命

救
助
、
産
業
利
用
等
、
幅
広
く
活
用
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
将
来
的
に
は
資

格
が
生
か
せ
る
体
制

に
つ
い
て
市
庁
内
で

協
議
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

６月定例会
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討
論
討
論

本
会
議
最
終
日
に
各
委
員
会
審
査

の
委
員
長
報
告
等
を
受
け
て
、
各

会
派
等
が
賛
成
、
反
対
の
意
見
を

述
べ
、
賛
同
を
求
め
ま
し
た
。

自
民
清
風
会

工
事
請
負
の
契
約
（
豊
富
保
育
園
改
築

工
事
）

「
構
造
材
や
仕
上
げ
な
ど
に
木
材
を
使

用
す
る
こ
と
で
、
木
の
ぬ
く
も
り
や
温

か
み
が
あ
り
、
健
康
的
で
快
適
な
施
設

に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。ま
た
、工
事

中
の
安
全
対
策
に
は
特
段
の
配
慮
を
さ

れ
た
い
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

「
国
の
現
地
確
認
省
力
化
モ
デ
ル
地
区

に
選
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
に
よ
り
、
中
山
間
地
域
の
現
地
調

査
で
の
徒
歩
や
車
で
の
移
動
の
負
担
が

軽
減
出
来
る
。ま
た
、ド
ロ
ー
ン
は
災
害

対
応
、
産
業
利
用
な
ど
幅
広
い
活
用
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ド
ロ
ー
ン
操

縦
の
資
格
を
生
か
せ
る
体
制
づ
く
り
を

さ
れ
た
い
」と
意
見
を
述
べ
、賛
成
し
た
。

民
政
ク
ラ
ブ

市
税
条
例
の
一
部
改
正

「
個
人
市
民
税
の
控
除
額
の
拡
大
に
よ

り
控
除
対
象
者
が
増
え
る
一
方
で
、
所

得
制
限
に
よ
り
対
象
外
と
な
る
人
も
い

る
こ
と
か
ら
、
事
前
に
周
知
を
さ
れ
た

い
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

「
災
害
時
も
子
ど
も
の
学
び
を
保
障
す

る
環
境
整
備
が
急
務
と
な
っ
た
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
無
い
家
庭
も
あ

る
。
全
て
の
子
ど
も
が
公
平
で
等
し
く

学
べ
る
よ
う
に
支
援
を
さ
れ
た
い
」
と

意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

公
明
党

物
品
の
譲
与
（
救
急
自
動
車
）

「
藤
田
医
科
大
学
病
院
が
救
急
自
動
車

を
保
有
す
る
こ
と
で
即
座
に
対
応
出
来

る
と
と
も
に
、
本
市
の
搬
送
業
務
も
減

少
し
、
消
防
力
の
維
持
に
つ
な
が
る
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者

の
対
応
を
す
る
医
療
従
事
者
の
処
遇
改

善
は
必
須
で
あ
り
、
速
や
か
に
医
療
従

事
者
応
援
金
を
交
付
さ
れ
た
い
」
と
意

見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・
無
所
属
の
会

工
事
請
負
の
契
約
（
豊
富
保
育
園
改
築

工
事
）

「
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
自
然
の

力
を
存
分
に
味
わ
え
る
園
舎
で
あ
り
、

ま
た
、
金
額
も
妥
当
で
あ
る
」
と
意
見

を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

「
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
、
岡
崎
版

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
な
ど
、

感
染
症
の
影
響
で
刻
一
刻
と
状
況
が
変

化
す
る
中
で
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

タ
イ
ム
リ
ー
な
支
援
を
さ
れ
た
い
」
と

意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

自
民
創
政
会

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

業
務
の
従
事
者
に
対
し
、
増
額
し
た
手

当
を
支
給
出
来
る
た
め
処
遇
改
善
に
つ

な
が
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

「
予
定
し
て
い
る
事
業
期
間
内
に
岡
崎

公
園
前
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備
が

完
了
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
国
と
協
調

し
た
補
助
施
策
を
実
施
さ
れ
た
い
」
と

意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

無
所
属
・
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
は
な
く
、

少
人
数
学
級
の
拡
大
実
施
へ
予
算
を
回

す
べ
き
」
と
意
見
を
述
べ
、
反
対
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

ろ
う
え
い

証
利
用
は
、
情
報
漏
洩
や
目
的
外
利
用

等
が
起
こ
っ
た
時
の
被
害
は
計
り
知
れ

な
い
」
と
意
見
を
述
べ
、
反
対
し
た
。

無
所
属
・
大
原
昌
幸

工
事
請
負
の
契
約
（
豊
富
保
育
園
改
築

工
事
）

「
子
ど
も
た
ち
に
親
し
ま
れ
、
健
や
か

な
保
育
を
行
え
る
園
舎
と
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
」と
意
見
を
述
べ
、賛
成
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

「
住
居
確
保
給
付
金
の
要
件
緩
和
に
よ

り
、
必
要
な
人
に
確
実
に
行
き
渡
る
こ

と
を
望
む
」と
意
見
を
述
べ
、賛
成
し
た
。

６月定例会
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<登録方法>
左のコードを読み取って
いただくか、App Store、
Google playから無料ア
プリ「マチイロ」をダウ
ンロードしてください。

スマホで議会だより「マチイロ」
ご利用のスマートフォンやタブレット端末にアプリを
登録すれば、最新の議会だよりが配信されます。

自
民
創
政
会（
※
１
）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・

無
所
属
の
会（
※
２
）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

公

明

党

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

民
政
ク
ラ
ブ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

自
民
清
風
会

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

採

決

結

果

可決

同意

異議なし

可決

不採択

件 名
市長提出議案

工事請負の契約（豊富保育園改築工事）

市道路線の廃止

物品の取得（路面清掃車）

物品の取得（災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車）

物品の取得（災害対応特殊救急自動車）

物品の取得（高度救命処置用資機材）

物品の取得（小型動力ポンプ積載車）

物品の譲与（救急自動車）

工事請負の契約（梅園小学校ほか３１校校内ネットワーク更新業務）

物品の取得（タブレット端末用充電保管庫）

市税条例の一部改正

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正

令和２年度一般会計補正予算（第３号）

令和２年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

令和２年度継続契約集合支払特別会計補正予算（第１号）

物品の取得（タブレット端末）

令和２年度一般会計補正予算（第４号）

農業委員会の委員の任命

人権擁護委員の推薦

議員提出議案

新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書の提出

請願

コンベンション施設建設の中止を求めること

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

８２

８３

８４

８５

８６

８７

８８

同１

諮１

議３

請１

議会運営委員会
議会大会議室
議会大会議室
議会大会議室

５月臨時会の運営等
６月定例会の運営
７月臨時会の運営等

５月８日
５月２０日
６月３０日

議会広報委員会
第３・４委員会室

議会大会議室

議会大会議室

議会だより第２０２号の発行
１ 議会だより第２０２号の発行
２ 意見交換会
議会だより第２０３号の発行

３月２３日

４月２日

６月１日

６月定例会

（○賛成、×反対）
会派別賛否

５月１８日（※１）、６月２３日（※２）に会派名称変更（P.１２に関連記事あり）

●委員会調査報告（３月～６月）

審議結果 ６月定例会

おかざき議会だより│vol.２０３9



７
月
臨
時
会

７
月
臨
時
会

主
な
議
案

主
な
議
案

９月定例会予定

7
月
9
日
開
会
（
会
期
1
日
）

本
会
議
で
提
出
さ
れ
た
議
案
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
、

下
段
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

条
例
議
案

■
財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無
償
貸
付
け

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
／
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
公
共
施
設
が
休
館
し
た
こ

と
に
よ
り
、
貸
し
付
け
を
受
け
て
当

該
施
設
内
で
営
業
す
る
事
業
者
が
休

業
し
た
こ
と
か
ら
、
当
該
案
件
を
含

め
、
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
に
貸

付
料
の
減
免
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
。

補
正
予
算
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

○
総
務
費
／
山
村
振
興
推
進
事
業
費
に

対
し
４
６
２
万
円
の
増

○
衛
生
費
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
行
政
検
査
委
託
料
、
情
報
通
信

使
用
料
（
市
立
看
護
専
門
学
校
）
な

ど
約
３
２
３
３
万
円
の
増

○
商
工
費
／
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
利

用
促
進
事
業
費
負
担
金
に
対
し
５
億

２
５
０
０
万
円
の
増

○
教
育
費
／
消
耗
品
費
（
小
中
学
校
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
用

品
）
な
ど
約
１
億
６
４
６
９
万
円
の

増

自
民
創
政
会

○
○

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・

黎
明
の
会

○
○

公

明

党

○
○

民
政
ク
ラ
ブ

○
○

自
民
清
風
会

○
○

採
決
結
果

可決

件 名
市長提出議案

財産の交換、譲与、無償貸付け等に関する条例の一部改正
令和２年度一般会計補正予算（第５号）

８９
９０

令和２年度７月補正予算
（単位：万円）
補正後
17,151,972
6,575,659
5,976,534
29,704,165

補正額
72,664

0
0

72,664

補正前
17,079,308
6,575,659
5,976,534
29,631,501

一般会計
特別会計
企業会計
合計

です。８月１３日木９月定例会の
請願・陳情提出締め切りは、

日
30

6

13

20

土
29

5

12

19

金
一般質問28

4

11

18

木
一般質問

決算特別委員会

決算特別委員会
総務企画分科会
総務企画委員会
委員長報告、質疑、
討論、採決、閉会

27

3

10

17

水
開会、市長提案説明、
議案説明
（一般質問）

決算特別委員会
文教生活分科会
文教生活委員会
議会運営委員会

26

2

9

16

火

決算特別委員会
福祉病院分科会
福祉病院委員会
決算特別委員会

25

9/
1
8

15

月

議案質疑、決算特別委
員会設置、委員会付託
決算特別委員会
決算特別委員会
経済建設分科会
経済建設委員会

8/
24
31

7

14

（○賛成、×反対）
会派別賛否

９月定例会の日程について 上記の議会日程は予定であり、今後変更する場合があります。
変更する場合は、岡崎市議会ＨＰ（https://www.city.okazaki.lg.jp/shigikai/index.html）でお知らせいたします。

傍聴に関するお願い 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、しばらくの間、本会議及び委員会の傍聴はご遠慮ください。
議会中継は、インターネット等でご視聴いただけます。詳しくは、Ｐ２をご覧ください。

議案検討

審議結果 ７月臨時会

議案検討
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令和元年度政務活動費収支報告
市議会ホームページで全て公開しています

政務活動費とは
地方自治法の規定に基づき、議員の政務活動に
必要な経費の一部として、会派又は議員に交付さ
れるものです。本市議会では、議員１人当たり、
月５万円（年額６０万円）を支給しています。
令和元年度の各会派（議員）の決算額内訳は以
下のとおりです。先進地への調査研究視察、研修
会への参加、資料作成、図書等の購入など、政策
提言・市政に対する審議力を高めるために活用し
ています。

詳しくはパソコンなどで閲覧可能
本市議会では、収支報告書・視察報告書・領収書など、全てを市議会ホーム
ページで公開しています。また、市役所西庁舎１階市政情報コーナーで閲覧す
ることも出来ます。
ご不明な点は、議会事務局総務課（☎２３‐６３８２）までお問い合わせください。

返還額
①－②

321,939

1,958,065

749,930

1,396,926

0

570,708

21,272

16,919

0

50,000

318,118

0

5,403,877

合計②

7,478,061

3,041,935

1,650,070

1,003,074

1,053,377

29,292

578,728

583,081

271,487

0

281,882

275,348

16,246,335

人件費

1,259,342

101,887

73,624

1,434,853

資料購入費

75,647

58,968

27,600

47,460

81,346

134,492

425,513

資料作成費

863,458

840,907

7,980

102,685

1,053,377

29,292

20,890

77,930

66,067

160

69,928

3,132,674

広聴費

20,377

4,380

24,757

広報費

374,605

292,655

667,260

研修費

193,564

191,100

366,140

28,080

116,260

895,144

調査研究費

5,086,050

1,950,960

1,248,350

804,472

205,420

165,462

205,420

9,666,134

交付額①

7,800,000

5,000,000

2,400,000

2,400,000

1,050,000

600,000

600,000

600,000

250,000
（４月～８月分）

50,000
（８月分）

600,000

250,000
（４月～８月分）

21,600,000

会派名

自民清風会
（１３人）

民政クラブ
（８人）

公明党
（４人）

チャレンジ岡崎・
無所属の会
（４人）

創政会
（３人）

（無所属）
大原昌幸

（無所属・日本共産党岡崎市議団）
新免悠香

（無所属・日本共産党岡崎市議団）
鈴木雅子

（無所属）
蜂須賀喜久好

（無所属）
原田範次

（無所属）
三浦康宏

（無所属）
山崎泰信

計

令和元年度 政務活動費決算額内訳

※令和元年７月 原田範次議員が民政クラブを離脱
令和元年８月 山崎泰信議員、原田範次議員、蜂須賀喜久好議員が創政会を結成
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■■■
■■
■

■
■■

■■■
政府などへの意見書

新型コロナウイルス感染症への対応として、本市議会では、令和２年４月２８日に、新型コロナウイルス感
染症に関連した、情報の収集、提供及び要望活動等を行うことを目的として、市議会災害対策会議設置要綱
に基づき、市議会災害対策会議を設置しました。
同会議において感染症の現状を踏まえ協議した結果、次の意見書を取りまとめ、本会議最終日に全会一致
で可決し、直ちに議長が関係機関へ提出して、その趣旨の実現が図られるよう要請しました。
●新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書
新型コロナウイルス感染症について、国の緊急事態宣言は全国で解除されたものの、感染症自体が終息し
たわけではなく、再び感染が拡大するおそれもあり、依然として予断を許さない状況が続いている。
そして我々は現在、「新しい生活様式」により、安定的な医療体制を確保して感染防止を図りながら、経
済と日常生活の復活を目指す道を歩み始めたところである。
各地方公共団体においては、限られた財源の中、経済・雇用、医療・保健、教育・子育て、福祉・介護な
どの各分野における対策に全力を挙げて取り組んでいるが、財政的、人的、制度的な支援は十分とは言えな
い状況にある。
国においては先般、「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」（以下「臨時交付金」という。）
の交付を決定されたが、今回の未曽有の難局を乗り越えていくためには、今後も継続的かつ的確な支援が求
められるところである。
よって国及び政府に対し、下記事項について一刻も早く適切な措置を講じられるよう、強く要望するもの
である。

記
１ これまでの臨時交付金だけで十分な事業・対策を行うことは困難であり、今後も地方公共団体に対して
さらなる継続的な財政措置を講ずること。なお、臨時交付金は各自治体が趣向を凝らした取組の財源とし
て幅広く充当を可能とするとともに、財政力にかかわらず必要な額を措置すること。
２ 実効的かつ活用しやすい経済・雇用対策として、事業者の事業継続や雇用の維持を図るための支援制度
において、継続的な給付や補助、必要な法整備を講ずること。
３ 医療・保健体制の確保・強化のため、医療機関への人的・財政的支援、地方の医療・保健に対する財政
支援を講ずるとともに、衛生用品の確保、検査体制の拡充に努めること。
４ 地方の教育・子育てに対する財政支援や、独り親・貧困世帯に対するさらなる支援に努めること。
５ 国民健康保険料や保育料の減収等に対する財政措置を講ずるとともに、福祉・介護事業者に対する支援
と、風評被害の抑制に努めること。
６ 経済情勢の悪化による税収減対策として、臨時的な交付金等、的確な財政措置を講ずること。

提出先 内閣総理大臣、内閣官房長官、内閣府特命担当大臣（経済財政政策）、総務大臣、財務大臣、
文部科学大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣

会派名称変更のお知らせ

５月１８日に「創政会」から「自民創政会」に、
６月２３日に「チャレンジ岡崎・無所属の会」から
「チャレンジ岡崎・黎明の会」に会派名称が変更
されました。

名鉄東岡崎駅北東街区のオト・リバーサイド・テ
ラスに設置されたジャズのオブジェ。ジャズの音
色とともに華やかな雰囲気を醸し出しています。

議会ダイヤル ☎
☎２３‐６３９０
☎２３‐６３９４
☎２３‐６３９６
☎２３‐６３６４
☎２３‐６４０５
☎２３‐６３９７
☎２３‐６５２４
☎２３‐６３７７

自 民 清 風 会
民 政 ク ラ ブ
公 明 党
チャレンジ岡崎・黎明の会
自 民 創 政 会

日 本 共 産 党
無 所 属

議 会 事 務 局

議会の日程、請願・陳情などに関する事項は、
議事課（☎２３‐６９７１・FAX２３‐６５３８）まで
お問い合わせください。

○編集と発行 岡崎市議会議会広報委員会 〒４４４‐８６０１ 岡崎市十王町２丁目９番地 ☎２３‐６９７１ FAX２３‐６５３８
○岡崎市議会HP https://www.city.okazaki.lg.jp/shigikai/index.html

無
所
属表紙の写真
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